
２０１９年５月１６日（木）
食品産業新聞【持続的クリーンランドリー『ラ・クリーン』】が掲載されました。

B L A C KTAMURA

ホームページに新着情報満載！
キクプランドゥーで検索！

キクプランドゥー 検 索

日本容器工業グループのエヌ・
ワイ・ケイは醸造用タンクをパネ

ューアルしたタンク補修材「エポ
グラスK」（ ＝
写真＝を展示・販売する。
これまで多くの企業から採用実
績があり、幅広く使用されている

布された改正食品衛生法に対応す
べく商品をリニューアル。今回の
リニューアルでは従来品に比べて
耐食性能を向上させ、酢酸や乳酸
にも対応。梅酒などを仕込むタン
クにも使用可能となるなど性能を
向上させた。

作業性についても向上。従来の
「エポグラス」は主剤と硬化剤を
別容器に移し、計量した上で攪拌
して使用していたが、リニューア
ル後は主剤と硬化剤を別容器に移
し計量する手間を省いた。同社の
後藤誠社長は「移し替えて計量す
るという作業が面倒だったことに
加え、比率を間違えてしまうと十
分な効果が発揮できなくなる。し
かしリニューアル後の商品では、
主剤が入っている容器に硬化剤を
全量流し込めば使用できるように
しているので移し替えと計量は不
要。比率もそれぞれ最適な量とし
ているので、十分な効果が発揮で

きないということは発生しない。
作業性の向上を図るユーザーから
のリクエストがあり容器について
もリニューアルを行った」と商品
について説明。
なお、商品は セットで 回使用

可能。セット当たり使用可能な面
㎜の場合、被

塗物の形状・素地の状態などで異
なる）。

タンク補修材の性能・作業性を向上
日本容器工業グループ

改正食品衛生法に対応すべく刷新

薮田商事（神戸市東灘区）は、薮
田式自動醪搾機用ポリプロピレン
（PP）製の沪板＝写真＝とともに、
吟醸コシキ「むす蔵君」の ㎏の
実機を展示する。
PP製の沪板は、コンスタントに
引き合いがあり、昨年も「営業は目
標をクリアした」（同社）。PP性に
することでアルミニウム性のもの

た。
沪板は酒造りが終わった春にプ
レス本体から取り外し、酒造りが
始まる秋にセッティングし直され
る。年 回プレス本体から出し入れ

することになる。地方の酒蔵の仕
込みは約 トンで、沪板は
必要になるため、沪板が重ければ
重いほど重労働となる。
同社では、「女性杜氏が増えてい

っ持を物現。だ評好と』い軽『、がる
ていくのでハンドリングの良さを
感じてもらいたい」とアピールす
る。また、金属と異なり腐食性がな
いため、日々の洗浄で使用する薬
剤を選ばないことも利点だ。
吟醸コシキ「むす蔵君」は累計

、日先「。つ持を績実入納のどほ台

同（」たっなに話の』君蔵すむ『は軒

社）と、酒蔵からの関心も高い。
「むす蔵君」の特徴は、蒸気発生
装置と発生蒸気加熱装置をワンパ
ッケージにしていることだ。ボイ
ラーからの蒸気の配管をジョイン
トすれば、直ちに使用可能になる。
蒸しの後半に乾燥した水分率の低
い蒸気を当てることで、麹造りに
適した蒸しを実現する。

PP沪板は女性杜氏からも好評
薮田商事

「むす蔵君」は800kgの実機を展示

多くの清酒メーカーから絶大な
支持を得ている「サーマルタンク
®」を製造する新洋技研工業は今
回「簡易型火入酒急冷装置」＝写真
＝を展示する。
同商品は商品名通り火入れした
清酒を急冷する装置で、性能とし
ては

℃の場合）という
短時間で処理できる性能を持つ機
器で、持ち運び可能で非常にコン
パクトながら高性能を達成。通常
は井水などをかけ流しで使用する
メーカーが多い中、同商品は汲み
貯めた水が繰り返し使用できる点
や、タンクを用いての火入れなの
で、同じく急速冷却を実現するた

際に用いる冷却用のプールも必要
ない。また、 人でも操作できる機
器なので、近年社会的な問題の つ
となっている人手不足対策として
も活用できる。
同社の開発の経緯を同社の成田
護技術営業部長に伺ったところ

の点を清酒メーカーから支持を頂
いているのだが、保温性能が良い
ということは冷めにくいというこ

冷却できるシステムを開発してほ

開発に着手し発売している。また、
昨今問題となっている、火入れ後
の冷却が不十分なことで増加する
ことが指摘されているカルバミン

酸エチルの生成も、一般的な冷却
程度にまで

抑えられる」と説明。加えて「持ち
運びが可能な機器なので、その日
に冷却しなければいけないタンク
の前までもっていくことができ
る。そのため作業性の大幅な向上
を図れる他、設置工事も不要なの
で導入コストも抑えられる」と同
商品のメリットを解説する。

火入れした清酒の急冷を1人で
新洋技研工業

設置工事も不要で導入コスト減

本村製作所は、今回の展示会に
は焼酎の蒸留器を応用したアロマ
（芳香成分）減圧水蒸気蒸留装置
＝写真＝を展示する。
同装置の特徴は①減圧すること

る②抽出するオイルにストレスを
与えないため化学変化のないソフ
トなオイルが採れる―など。また
実際の採油法は、①柑橘の果皮を
みじん切りにして水と混ぜて容器
に入れて抽出する煮出し蒸留②葉
物をかごに入れて下から蒸気で蒸
留する③樹木ののこ屑をアロマか

ごに入れ蒸気を吹き掛ける方法④
同じ目的だがボイラー臭を排除す
るため蒸気を水槽の水にあてその
蒸気で蒸留する濾過済み蒸気法。
①と②は減圧と常圧が可能のた

台で可能
となる。
同装置はデリケートで高品質の
精油を簡単に回収できることも特
長の つ。そのためボタニカルの香
りが命の「クラフトジン」でも引き
合いが増加している。同社の本村

メーカーからの引き合いの増加を

受けて、同装置が多用途に応用で
きるということを実感している。
自社サイト内で蒸留試験の事例を
紹介するなど積極的に情報発信を
行っているので、今回の展示会に
加えてそちらも見てもらえれば」
と話す。

高品質の精油を簡単に回収
本村製作所

「クラフトジン」でも引き合い増加

第一工業は今回の全国醸造機器

を採用した「醪温度自動管理機能
付冷水機」、食品の酸化防止に効果
のある「脱酸素水装置」、洗浄状況
が目視確認できる「クーラー分解
洗浄型冷却機」の実機展示を中心
に行う。
「醪温度自動管理機能付冷水機」
＝写真＝は、環境影響度の目標達
成度「フロンラベルA」の新冷媒

だ。現在、全世界で最も使用されて

日本での供給が停止されるのが

ており、早急な対策が求められて
いる。その最大の理由は、今後R‐

なり、スピード感が求められる修
理対応などができないことが懸念

される為だ。また、機器の消耗部材
の供給終了も同時に考えられる。
一般にフロン以外の冷媒ガスは
大幅なコスト増となるが、同社が

格アップが抑えられるとともに、
今後普及が最も進むガスの一つで

。るいてし求訴をとこ）社同（」るあ
全機種で新冷媒対応機のラインア
ップを目指し、順次変更していく
としている。
同じく実機展示する「脱酸素水
装置」は、酒造メーカーの製造工程
で使用する水（浸漬、洗米、割水）な
どへの利用価値を求め展示する。
水を冷却することを強みとしてい
る第一工業の冷水機との組み合わ
せも可能とし、より付加価値を追
求できるとしている。
このほかにも洗浄状況の目視確
認が可能な「クーラー分解洗浄型

冷却機」の実機展示も行っている。
「食の安全管理については今後ま
すます求められている事項であ
り、より安心、安全に食品製造が出
来る様、お客様目線で機器のブラ
ッシュアップを進めていきたい」
（同社）。
また、醪温度管理設備において
従来の蔵内配線を有する遠隔監視
から、新たに無線システム・通信
操作システムも提案する。こちら
も利用価値の拡大としてその他の
工場設備の監視や記録等も可能
だ。

新冷媒R448Aを採用した冷水機
第一工業

「脱酸素水装置」は酒造の水に利用

銘醸機械は今回、三浦工業製の
「ガスボイラー」（SU-
など）を展示会にて提案する。
これまでボイラといえば重油を
用いたものが一般的であったが、
現在ではガスで加熱するものが酒
蔵などから支持を得ており、今回
もその流れに合わせたもの。
支持されている理由としては、
ガスで加熱するタイプのボイラで
は、ガス管に直接つないで使用で
きるため燃料切れが発生せず、熱
効率も重油のものと比べて格段に

良くなっており、ランニングコス
トの削減にも一役買える。また、二
酸化炭素の排出量も格段に少ない
という特長も。東京都などではす
でにこれまでの重油を用いるボイ
ラが環境への規制のために使用で
きなくなっていることもあるた
め、同商品群への引き合いは大き
いという。
同商品を取り扱う銘醸機械の澤
田明治会長は「現在新規で注文が
入るボイラはほとんどがこのガス
で加熱するタイプのもので、重油

に比べて取り扱い
やすい点やコスト
削減の面で引き合
いを頂いている」
と説明。
また「三浦工業
製のボイラでは一
部機種に自己診断
AIが入っており、
不具合が生じると
営業担当者に不具
合の詳細が伝えら
れる。そのため修
理に用いる部品や
工具も事前に知る
ことができ、素早く終えられると
いうのも支持を頂いているポイン

みも紹介する。

ガス加熱式のボイラを提案
銘醸機械

改正食品衛生法に対応すべく刷新

キクプランドゥー（広島市安佐
北区）は、新製品のオゾン水対応型
ランドリー「ラ・クリーン」＝写
真＝をメインに展示を行う。オゾ
ン水に対応し、醸造分野の洗濯用
にパンチング穴の径を大きくした
ランドリーは、「知る限りでは業
界初」（同社）と強調。すでに納入
済みの酒蔵からは、その名の通り
「楽に洗える」と好評だ。
酒蔵では、清酒の製造過程で用
いられる布類を洗う作業が必要
だ。従来のように、布を湯に付けて
手作業で洗うのでは、手間も時間
も労力もかかる。また、人の手によ
る脱水では十分に搾り切るのも難
しい。
最近では、家庭用の洗濯機を使
用しているところもあるが、食品
対応ではないため汚れを排出する
穴径は小さく、ドラム槽内に米や
醪が残ることも多い。
同社の「ラ・クリーン」は、パン

ことで、布の付着物を効率よく輩

出できる設計だ。脱水もしっかり
行えるため、乾燥時間の短縮と雑
菌繁殖を抑制する。
また、水道水の代わりにオゾン
水を投入して洗えることも特徴
だ。使用するパッキンなどの部品
は、オゾン水に対応した劣化しに
くいものを採用。今までにないラ
ンドリーとオゾン水生成ユニット
を接続することで、脱臭力や除菌
力を高めることができることを訴
求する。
洗濯機の槽内は、有機物が付着、
蓄積することで雑菌の温床に繋が
る。食品に触れる布類の洗濯機に
は、適正で正確な衛生環境づくり

後に専用の洗剤で槽内の洗浄を行
い、衛生的に使用し続けることを
提案する。
同社が開発した洗浄剤「ステル
ス」は、香りを極力抑えた食品添加
物由来の原料とエタノールを配合
したアルカリ洗浄剤だ。無香料で
限りなく原料の香りを抑えている

ので、布類やドラム内部への香り
移りを心配せずに利用できる。
また、一般の合成洗剤と比べて
泡切れが早く、すすぎ性に優れる
ため、泡残りによる洗剤残留リス
クも軽減。これまで醸造業界が洗
剤を使用してこなかった問題点を
解決した。

ルに入れた「ステルス」を振った後
に、泡が残らないことを実際に見
てもらう。また、「ラ・クリーン」
と同じパンチング穴を空けた金属
板を用意し、米が穴を通過してい
く様子も確認できるようにする。
このほか、「分解可能なサニタ
リー式の中空糸フィルターハウジ
ング」と、かい先と手持ち棒が分離

示する。

オゾン水対応ランドリー「ラ・クリーン」
キクプランドゥー

香り移りせず泡立ち少ない洗剤と提案

KM2ｰ0

清酒製造プラント、各種壜詰プラント設計、施工及びメンテナンス。

創業大正12年・醸造機械器具販売
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銘醸機械株式会社
中古機も沢山在庫が有ります。
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